
検討会開催状況  

第1回 平成19年6月6日  

・行政処分の事例について  
・再教育の内容・方法等について  

第2回 平成19年6月25日  

・報告書骨子（案）について  

第3回 平成19年7月18日  

・報告書（案）について  

12   



検討会構成員  

◎は座長  

◎ 井部 俊子  聖路加看護大学長  

牛島 康栄   独立行政法人国立病院機構埼玉病院長  

楠本 万里子  日本看護協会常任理事  

嶋森 好子  慶鷹義塾大学看護医療学部教授   

武蔵野赤十字病院副院長・看護部長   

ジャーナ リスト  

高橋 高美  

村田 幸子  

我妻 学  首都大学東京法科大学院教授  

敬称略（五十音順）  
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資料1－2  
行政処分を受けた医師・看護師等に対する再教育制度の創設   

平成18年6月21日  

安心、安全な医療を提供し、国民の医療に対する信頼を確保するため、行政処分を受けた医師等への再教育  

制度の創設等、医療従事者の資質の向上に向けた取組みを推進する。  

【旧制度の課題】  

◆ 業務停止を受けた医師、歯倒医師、薬剤師、   

看護職員は、業務停止期間を過ぎれば、特段   

の条件なく医業（歯科医業）等に復帰でき、   

業務停止という行政処分だけでは、十分な反  

【改正】  

☆ 行政処分を受けた医師・看護師等lこ対する再教   

育制度を創設。  
省や適正な医業等の実施が期待できない。  

☆ 「戒告」等業務停止を伴わない新たな行政処分   

の類型を設置。また、長期間の業務停止処分につ   

いて見直し、3年以内の上限を設けた。   

◆ 長期にわたる業務停止については、停止前  

の医療技術を保つことが困難であり、また、  

停止期間中の医療技術の進歩も十分に習得で  

きていないという懸念がある。  

◆ 安全、安心な医療を確保する観点から、垂   

護職員に関する制度見直しの検討が必要で   

ある。  

－1－  



行政処分のあり方の見直し   

行政処分を受けた看護師等に対し再教育の受講を義務付けるとともに、業務の停止を伴わない「戒告」という処  

分類型の新設、業務停止処分の期間の上限の明確化、調査権限の創設、再免許に係る手続の整備等を行う。  

一
∽
 
 
 



；
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資料1－3  
0  

粛刊五条叫コ  

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
 
 
 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）
 
 

改
 
正
 
後
（
平
成
十
八
年
六
月
二
十
一
日
改
正
 
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
）
 
 

第 

四 
条  

と 

師 
十 保健師、助産若 

しくは看 

護師 

第九条 

各号 

がのいずれかに該当するに   

第
十
一
条
 
都
道
府
県
に
准
看
護
師
籍
を
備
え
、
准
看
護
師
免
許
に
関
す
る
事
項
を
登
録
す
る
 
 

0  
第
十
条
 
厚
生
労
働
省
に
保
健
師
稽
助
産
師
籍
及
び
看
護
師
籍
を
備
え
、
保
健
師
免
硬
助
 
 
 

産
師
免
許
及
び
看
護
師
免
許
に
関
す
る
事
項
を
登
録
す
る
。
 
 

3
 
前
一
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
処
分
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
者
が
そ
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取
消
し
の
 
 
 

理
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な
つ
た
事
項
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
、
そ
の
他
そ
の
後
の
事
情
に
よ
り
再
び
免
 
 
 

許
を
与
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
再
免
許
を
与
え
る
こ
と
 
 
 

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
二
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
 
 

2  

し 

護 
准看師が 

を 
第 
九 
条 

各号 

の 
い 
ずれ 

かに該 
当 

す 

るに至 

つ 

た 
と 

き、 

事 
又は 

護 

准看師と   

改
 
正
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）
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及 
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に 

の章規定 

する 
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も 
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のほ 

免許の 
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医
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八
年
医
療
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正
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医
療
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七
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助
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所
の
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者
要
件
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改
正
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十
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四
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改
 
正
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日
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正
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2
～
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（
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）
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病
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を
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し
よ
う
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る
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き
、
医
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第
十
六
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四
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一
項
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よ
る
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録
を
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け
た
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第
七
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■
第
一
項
の
規
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に
よ
る
厚
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働
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の
命
令
を
受
け
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は
、
同
条
 
 
 

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
者
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限
る
。
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下
「
臨
床
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修
等
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了
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師
 
 
 

」
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。
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師
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項
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科
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師
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。
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す
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き
、
又
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す
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又
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。
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。
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の
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改
正
部
分
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資料ト4  

保健師・助産師・看護師の行政処分の状況  

1．保健師・助産師・看護師の年度別処分件数  

（平成元年度～18年度）  

保健師（件）  助産師（件）  看護師（件）  計 （件）  実人数＊（人）  

免許取消  ：業務停止  免許取消；  業務停止  免許取消‡  業務停止  免許取消；  業務停止  免許取消：  業務停止   

平成 元年度  

平成 2年度  1  2   1  2   1  

平成 3年度  口  1  口  3  口  

平成 4年度  1  口  

平成 5年度  3  3  

平成 6年度  
1  1  1  

平成 7年度  

平成 8年度  口   3  口   3  2   3  

平成 9年度  5  5  

平成10年度  口  6   口  6   1  

平成11年度  口  3   口  3   口  

平成12年度  2  i 1 2  8   2  皿   2  

平成13年度  12   1  12   1  

平成14年度  1  6   1  6   1  

平成15年度  i 1 2  28   2  29   2  

平成16年度  1  4  20   4  21   4  

平成17年度  1  i 1 8  25   9  26   8  

平成18年度  1  1  15   口  16   口  

計   2  4   1  4   27  135   30  143   27・  

＊複数の免許を有する同一人の数を考慮したデータ  

ー1－  
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2．保健師助産師看護師の過去5年間の行政処分（110人）の状況  

（平成14年度～平成18年度）  

諾 N   



3．保健師助産師看護師の過去5年間の医療過誤（45人）の内容  

（平成14年度～平成18年度）  

3 ∽   



4．准看講師の行政処分数   

（平成12年～18年度）  

年 度  
行政処分  行政指導  

免許停止   業務停止   戒告   

平成12年度  0   7   

うち医療過誤   0   0   0   

平成13年度  4   21   5  

うち医療過誤   0   4   0   

平成14年度  6   5   7  

うち医療過誤   2   

平成15年度  25   皿  

うち医療過誤   0   8   0   

平成16年度  7   20   10  

うち医療過誤   0   3   0   

平成17年度  7   24   16  

うち医療過誤   0   6   0   

平成18年度  26   14  

うち医療過誤   0   8   

計（平成12～18年度）  26   128   64  

うち医療過誤   31   2  




